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生体超分子など自己組織化材料のもつ特質をフルに活用し、トップダウン手法との融合により、

新たな機能をもつナノシステムの創製を目指してきた。生体超分子（タンパク）は、サイズ均一

性、自己組織化能力など優れた特性を有している。この材料に各種金属を内包させることで、元

素種とサイズをナノレベルで設計可能であり、ばらつきの無い素子作製をめざした実用化技術と

しての展開も見えてきた。そこで、本研究に基づく手法を“生体超分子援用フロンティアプロセ

ス”と名づけ、新しいコンセプトを提案してきた。DNA 情報に基づいて形成された様々な生体超

分子に、自己組織化機能を持たせるための分子設計を施し、半導体などの基板上に一次元、二次

元、三次元に配列したナノ構造物を形成して機能を発現させてきた。さらに、自己組織化の素過

程を徹底的に解明すると同時に、このコンセプトに基づく様々な高度情報素子（薄膜トランジス

タ、メモリ、太陽電池、バイオセンサー、MEMS 素子）への応用を検討するなど、デバイス技術と

融合の可能性と限界を追求し、自己組織化能を活用したナノ構造でしか実現できない機能を実証

してきた。本発表では、自己組織化機能を持つ生体超分子を利用した次世代半導体デバイスにつ

いて、作製プロセスやその機能について紹介する。 

図１ 生体超分子を利用した次世代半導体素子 
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